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引火性液体及び蒸気／皮膚に接触すると有害／皮膚刺激／重篤な眼の損傷／吸入すると有毒／発がんの
おそれの疑い／生殖能又は胎児への悪影響のおそれ／臓器の障害のおそれ／長期にわたる、又は反
復ばく露による臓器の障害／長期継続的影響によって水生生物に毒性

16㎏　　4㎏ 0.13～0.15㎏/㎡/回

荷　姿 使用方法

乾燥時間
色　相

5℃

23℃

30℃

1 2 3 4 5

・使用量は標準の数値です。
・塗付け量は0.10㎏/㎡/回です。
・使用量：被塗装面単位面積あたりの塗装材料（希釈する前）の使用質量
・塗付け量：被塗装面単位面積あたりの塗装材料（希釈する前）の付着質量

①使用前に取扱説明書を入手すること。
②全ての安全注意を読み理解するまで取り扱わないこと。
③熱、高温のもの、火花、裸火及び他の着火源から遠ざけること。禁煙。
④容器を密閉しておくこと。
⑤容器を接地しアースをすること。
⑥防爆型の電気機器／換気装置／照明機器を使用すること。
⑦火花を発生させない工具を使用すること。
⑧静電気放電に対する措置を講ずること。
⑨粉じん／煙／ガス／ミスト／蒸気／スプレーを吸入しないこと。
⑩取扱い後は、手洗いおよびうがいを十分に行うこと。
⑪この製品を使用するときに、飲食または喫煙をしないこと。
⑫屋外又は換気の良い場所でだけ使用すること。
⑬環境への放出を避けること。
⑭保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面を着用すること。
⑮本来の用途以外に使用しないこと。
⑯直ちに医師に連絡すること。
⑰特別な処置が必要である。
⑱口をすすぐこと。
⑲漏出物を回収すること。
⑳吸入した場合：空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。
㉑ばく露又はばく露の懸念がある場合：医師の診断／手当てを受けること。

㉒皮膚刺激が生じた場合：医師の診断／手当てを受けること。
㉓汚染された衣類を脱ぎ、再使用する場合には洗濯をすること。
㉔火災の場合：消火するために適切な手段. を使用すること。
㉕皮膚又は髪に付着した場合：直ちに、汚染された衣類を全て脱ぐこと。皮膚を水又はシャワーで洗うこと。
㉖眼に入った場合：水で数分間注意深く洗うこと。次にコンタクトレンズを着用していて容易に外せる場合は
外すこと。その後も洗浄を続けること。

㉗容器からこぼれた時には、布で拭き取って水を張った容器に保管すること。
㉘施錠して保管すること。
㉙換気の良い場所で保管すること。容器を密閉しておくこと。
㉚換気の良い場所で保管すること。涼しいところに置くこと。
㉛直射日光や水濡れは厳禁。
32塗料等の缶の積み重ねは３段までとすること。
33内容物／容器を国際、国、都道府県又は市町村の規則に従って産業廃棄物として廃棄すること。
34塗料、塗料容器、塗装具を廃棄する時には、産業廃棄物として処理すること。容器、塗装具などを洗浄した排
水は、そのまま地面や排水溝に流すと環境に悪影響を及ぼすおそれがあるため、排水処理場などの施設に
持ち込むか、産業廃棄物処理業者に処理を依頼すること。

※上記の表示は一例です。色相などにより、容器の表示とは異なる場合があります。
□詳細な内容、表示例以外の製品については、安全データシート（ＳＤＳ）をご参照ください。
□本製品は日本国内での使用に限定し、輸出される場合は事前にご相談ください。

①上塗りに強溶剤系塗料を使用しないでください。
②1液ハイポンファインデクロの色相違いの塗り重ねは、避けてください。やむなく色相違いの塗り重ねをする際
は1回目クリーム、2回目ホワイトを塗り重ねてください。1回目赤さび色、黒さび色、2回目クリーム、ホワイト、
グレーの組み合わせでは絶対に塗り重ねないでください。1回目の色がブリードすることがあります。

③塗装場所の気温が５℃未満、もしくは湿度８５％以上である場合、または換気が十分でなく結露が考えられる場
合、塗装は避けてください。

④十分な塗膜性能を確保するため、規定の使用量をおまもりください。
⑤ごみ・ほこり・砂・油・樹液などは、塗装前に水洗い、溶剤拭きなどで十分に除去し、乾燥した清浄な面にしてくだ
さい。

⑥さびは、ワイヤブラシ・サンドペーパーなどで入念に除去し、膨れ・割れの発生にも注意し、十分なケレンを行っ
てください。

⑦鉄、アルミニウム、溶融亜鉛めっき、電気亜鉛めっきなどを塗装する場合は入念な面荒しを行ってください
⑧下地調整程度が悪い場合には、早期にさびを発生する可能性があります。
⑨本品は規定の塗り重ね乾燥時間よりも早く上塗りを塗装しますと、縮み、割れ、乾燥不良を起こしますので、塗り
重ね乾燥時間をまもってください。また、吸い込みの大きい下地や素材の場合は、塗り重ね乾燥時間は長めに
とってください。短時間で上塗りを塗装しますと、溶剤による膨れや縮みなどが発生するおそれがありますの
で避けてください。

⑩溶剤系塗料のため、室内での塗装は必ず換気をしてください。また、外部での塗装においても、換気口・空気取
入口などに養生を行い、溶剤蒸気が室内に入らないように注意してください。居住者へのご配慮をお願い致し
ます。

⑪所定のシンナー以外を使用したり、薄めすぎるとつや引けやダレ、かぶり不良などをきたす原因になりますので、
必ず所定のシンナーおよび希釈率をまもってください。

⑫塗料を扱う場合は、皮膚に付着しないようにご注意ください。また、蒸気やミストなども吸い込まないように十
分にご注意ください。

⑬旧塗膜に発生した藻・かびは、洗浄などで必ず除去し、清浄な面としてください。付着阻害をおこすおそれがあ
ります。

⑭内部塗り替えにおいて旧塗膜がSOP、FEなどの油性系の場合、研磨ずりを行ってください。下地処理が不十分
な場合は、塗膜はく離の原因となります。

⑮改修工事にご使用の場合は、旧塗膜の種類によっては溶剤などの影響により、旧塗膜を侵し溶剤膨れや縮みな
どの異常が発生する場合がありますので、旧塗膜の種類をご確認のうえ、塗装仕様をご検討ください。

⑯シーリングの上に、劣化、ひび割れなどの損傷がある場合は、打ち直しをしてください。
⑰素地の乾燥は十分に行ってください。
⑱屋外の塗装で降雨、降雪のおそれがある場合、および強風時は塗装を避けてください。
⑲塗装時および塗装後に密閉しますと乾燥が遅れますので、換気を十分に行ってください。
⑳塗装時および塗料の取り扱い時は、換気を十分に行い、火気厳禁にしてください。
㉑飛散防止のため必ず養生を行ってください。
㉒シーリング面への塗装は、塗膜の汚染、はく離、収縮割れなどの不具合を起こすことがありますので行わないで
ください。やむを得ず行う場合は、シーリング材が完全に硬化した後に行うものとし、塗り重ね適合性を確認し、

必要な処理を行ってください。また、ニッペブリードオフプライマ-を下塗りすることで、可塑剤移行による汚
染の低減が図れますが、シーリング材の種類、使用条件などによりはく離、収縮割れが起こることがあります。

㉓笠木、天端など長時間水が滞留する個所では塗膜の白化、膨れなどが発生する場合がありますので、養生シー
トの設置方法などに配慮し、換気を促してください。

㉔薄めすぎは隠ぺい力不足、仕上がり不良などが起こるため規定範囲を超えて希釈しないでください。
㉕大面積の塗装では補修部分が目立つことがあります。使用塗料のロットは必ず控えておき、補修の際は塗料
ロット、希釈率、および補修方法などの条件を同一にしてください。

㉖はけ塗り仕上げとローラー仕上げが混在する場合、使用量、表面肌が異なるため若干の色相差がでますので、
はけ塗りの部分は希釈を少なくして塗装してください。

㉗汚れ、きずなどにより補修塗りが必要な場合があります。使用塗料のロットは必ず控えておき、補修の際は塗料
ロット、希釈率、および補修方法などの塗装条件を同一にしてください。

㉘はけなどの塗装用具の洗いは、ラッカーシンナーを使用してください。
㉙ローラー、はけなどは、ほかの塗料での塗装に使用すると、はじきなどが発生するおそれがありますので、十分
に洗浄するか、専用でご使用ください。

㉚可塑剤が多く含まれる塩ビクロス、塩ビゾル鋼板、塩ビラミネート、プラスチック、ゴムパッキン、合成皮革など
への直接塗装はお避けください。また、これらの部材に塗膜が直接触れることがないようご注意ください。

㉛表面に特殊セラミック処理・特殊ガラスコート処理、フッ素コート処理、はっ水処理、光触媒処理などの特殊な
処理を施した素材には、塗料が付着しない場合や、塗膜に不具合を生じる場合がありますので塗装を避けて
ください。

32上塗りに強溶剤系塗料のご使用は避けてください。
33塗料は内容物が均一になるようにかくはんしてください。特につや調整品では、つや消し剤が沈降している場
合がありますので、かくはん機を用いて缶底の沈降物を十分にかくはんしてご使用ください。

34開封後は一度に使い切ってください。 やむを得ず保管する場合は密栓してから冷暗所で保存し、速やかに使い
切ってください。

35塗り重ね日数がオーバーした場合、ペーパー掛け、シンナー拭きなどで面粗ししてから塗り重ねてください。
36希釈直後、かくはんして少し重い(希釈が足りない)と感じる程度が適量です。
37希釈時、シンナーをいれるとシンナーが浮いた状態になりますが、これは特殊樹脂によるものであり、問題あり
ませんのでそのままかくはんしてください。

38乾燥は低温時において著しく低下し、乾燥過程で種々の塗膜欠陥を生ずることがありますので5℃以下の気温
が連続する場合、施工しないでください。

39強溶剤系上塗り塗料（ハイポン50など）は、上に塗り重ねないでください。
40溶剤系塗料のため、室内での塗装は必ず換気を行ってください。また、外部での塗装においても、換気口・空気
取入口などに養生を行い、溶剤蒸気が室内に入らないように注意してください。居住者へのご配慮をお願い
致します。

41作業前に容器に記載している「安全衛生上の注意事項」をご参照ください。
42塗料漏洩の原因になりますので、保管・運搬時に容器を横倒しにしないでください。
43製品の安全に関する詳細な内容については、安全データシート（ＳＤＳ）をご参照ください。
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